
●祭神  天国知彦命〈アマノクニシラスヒコノミコト〉 

●由緒 

人皇１代神武天皇は、御出石櫛甕玉命の子・天国知彦命を以って、御出石県主と為し給う。人皇

６代孝安天皇５３年 新羅王子天日槍帰化す。（中略) 

人皇１０代崇神天皇（紀元前１４８年～紀元前２９年?）天国知彦命の子孫此地に居住し崇神天皇６

年３月当社を創立して其祖を奉斎せりと伝ふ。  

明應１０年(１５０１)社殿を再建し寛文６年(１６６６)小出龜之亟此地を領してより代々小出氏の崇敬

を受け文化８年(１８１１)社殿を改築せり。 

明治初年(１８６８)神社調査に際し祭神不詳とせしも諸書により天国知彦命を祀れる事を知る。 

 明治６年(１８７３)１０月村社に列せらる。境内には県天然記念物の大欅があったが今は伐採されそ

の一部と表示物が残されている。とにかく祭神が古いことは確からしい。  

（冊子 神美のお宝紹介より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振興部の 

  

知っとこ！神美 

  知っておいてほしい神美を紹介します。 

  

【神社紹介】 

国知神社（倉見） 

但馬・神美の方言 わかるかな？ 
がさくちゃー、がさくたい 

意味 ： 荒っぽい。粗雑。 

例  ： あの人のすることは、がさくちゃーなあ。 

（あの人がすることはあらっぽいですね。） 
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